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研究成果の概要（和文）：日本の落語に代表される話芸は洗練された文化・言語が含まれ日本語教育において利
用価値が高い。そこで日本語学習者を対象にした落語会を開催し、アンケート調査やインタビュー調査により学
習者の受け取り方の概観を捉えた。さらに学習者の視聴場面の映像を分析し、個々の笑いの起こる位置について
の研究を行った。また、小咄の映像を利用して、あらすじ、字幕、理解の難しい言語および非言語情報のクイズ
および解説、面白いと感じたところ、難しいと感じたところを可視化できるシステムなどを搭載した落語eラー
ニング教材を開発し、その有効性を検証した。

研究成果の概要（英文）：The Japanese oratory arts, represented by rakugo, contain refined cultural 
and linguistic elements and are valuable to Japanese pedagogy. We held rakugo performances for 
foreign students, and through survey and interview techniques, obtained a view of the students’ 
understandings. Furthermore, by analyzing video recordings of the students viewing the performances,
 we performed research about the position of laughter by the students within the flow of the 
performance. Also, using videos of “kobanashi,” we developed and tested an e-learning program 
which provides outlines of the stories, captions, quizzes and explanations of difficult parts, and 
which makes visible moments the users feel to be entertaining or difficult.

研究分野：日本語教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

日本の話芸には、落語、漫才、講談など様々

な種類があるが、聞き手は話し手の言語、非

言語情報を受け取り、話し手の描く世界と共

有するために、豊かな想像力が求められる。

しかし、日本語学習者は上級者であっても文

化的背景知識や言葉の難しさにより理解でき

ないことも多く、特に「おかしみ」を強く打ち

出している落語や漫才では、母語話者が一斉に

笑っている中、なぜおかしいのか理由が分か

らず取り残された思いをするという話をよく

聞く。コミュニケーションをスムーズに運ぶ上

でも、文化による「笑い」の違いや「おかしみ」

を日本語学習者がどのように理解できるかにつ

いて研究する意味は大きい。 

研究代表者らは 20 年以上前から落語家の

協力を得て、留学生のための落語会を開催し、

日本語学習者に話芸の魅力を伝えるための活動

を行ってきたが、その中からこれらを研究テー

マとする研究者も育ってきた。しかし、日本語学

習者がどのように話芸を捉えているかについて

の研究は緒についたばかりであり、理解困難な

点にどのような支援を行えば有効かという研究

はほとんどない。 

CALLを利用した語学教材に関しては、文法ド

リルや語彙の習得ドリルが主流を占めており、

実際の映像を利用して文化社会的文脈を含む自

律学習を目指した教材はまだ少ない。 

 

２．研究の目的 

落語は、一人の落語家が何役もの登場人物

を演じ、会話を中心に物語を進めるため、性

別、年齢、身分など役割語を含めたスピーチ

スタイルから、誰が誰に話しているのかを理

解することが求められる。また、落語の中に

人間関係や文化、習慣などのエッセンスが凝

縮していること、さらに笑いが中心に存在し

ているので楽しく学べることなどから、日本

語、日本文化を学ぶ上で利用価値の高い教材

だと言える（酒井 2001）。そこで、本研究では

笑いを中心とする話芸、特に落語において日本

語学習者にとって何が理解でき、何が難しいか

を明らかにするために、多様な方法で探索的に

調査を行い、その有効性を検証する。 

さらに理解を促す方法としては、個別に支援

することが有効だと考え、E-learningによる教

育を提案することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 留学生の理解の様相を知るための落語会の開  

催と調査材料の作成 

日本語学習者がどのように落語を理解し

ているのかを知るために、留学生を対象とし

た落語会を開催する。落語会において、演者

と聞き手の言語、非言語活動を記録し、調

査材料を作成する。映像は会場の前後、複

数の方向からビデオ撮影を行い、音声は IC

レコ-ダーを演者および聞き手（3 人から 5

人）に個別に装着してもらい音声による反

応を記録する。 

「おかしみ」の要因をより明確にできる

調査材料として、特に小咄を多数収集する。

小咄は、数秒から数分程度と短いため、多

様な話に触れることができると考えたか

らである。 

（2）インタビュー及びアンケートによる情報収集  

①対面インタビュー調査による情報収集 

「おかしみ」に関することを中心に、言語的

側面、非言語的側面、内容の各側面から理解

について聞き取り調査を行う。 

②アンケート調査による情報収集 

参加者に対して、落語をどのように捉えた

か、難しかったところや面白かったところな

どについて、参加者の属性を含めたアンケー

ト調査を実施する。加えて文化背景により理

解が大きく異なる項目についても調査を実

施し詳細な情報を収集する。 

③演者である落語家からの情報収集 

演者から、落語という話芸をどのように

考えているか、また演じる点で心がけてい

る点などについて聞き取り調査を行う。さ

らに落語会の後、日本語学習者からの質問

に答えるかたちで、理解しにくかった部分

や落語の演じ方などに関する説明を受け

る。 

（3）CALLシステム「RASILE」の構築 

「 RASILE 」 は 、“ Rakugo  Social 

Interaction and Language Education”の略

である。本研究では以下を目的としてシス

テムを構築した。 

①落語を視聴する中で、「難しい」「面白い」と

感じたところを可視化する手法を開発する 

②難しいところについては、クイズや解説によ

り理解を促すE-learning教材を作成し、日

本語学習者に試用してもらい検証を行う 

 



４．研究成果 

(1) 留学生の理解の様相を知るための話芸・落

語会の開催と調査材料の作成 

① 話芸・落語会の開催 

留学生を対象とした落語会は、研究期間中7

回開催した。日本語レベルは中上級の学生を対

象とする会が多かったが、初級者対象や上方落

語を対象にした会もある。また、国外の日本語

学習者の情報を得るために、台湾の2大学にお

いて柳家さん喬師匠の落語に加え柳家小菊師

匠の音曲の紹介も含めた話芸の会とした。 

② 調査材料の作成 

映像は利用しやすいように編集し、音声

は文字化した。小咄に関しては、4人の落語

家から 58 席収集した。同じ小咄を異なる落

語家に演じてもらい聞き比べられるように

した。特に東京と大阪の落語家による同じ

小咄が 10 席以上含まれ、発展的に大阪方言

を学ぶための教材としても利用できるよう

にした。 

 

（2）インタビュー及びアンケートによる理解に関  

する情報収集  

① 対面インタビュー調査による情報収集 

日本語学習者に対して、個別にインタビュ

ー調査を実施した結果、日本語母語話者の

もっている背景知識が日本語学習者には欠

如している箇所が多くあることが判明した。 

一例をあげると、「月、太陽、雷が旅に出る」

という小咄では、それぞれを擬人化しているが、

特に日本語学習者にとって雷を擬人化するこ

とが難しく、日本人の持つイメージと大きなず

れが見られた。図1は、ウクライナの日本語学

習者が雷を擬人化したものである。左は初めに

持っていたイメージ、右はその後日本人が持っ

ている情報を伝えた後から描いたものである。 

図1 雷のイメージの描画（日本の文化的な  

情報の有無による違い） 

 

② アンケート調査による情報収集 

落語会の前後に聴取者に向けて、アンケー

トを行った。さらに、文化差が大きく理解し

にくい点に関して、事例別に取り上げ調査

を実施した。後者の例としては、「きつね、

たぬきは人を化かす」という台詞で始まり

両者の性格の違いを表した小咄があるが、

「キツネ」と「タヌキ」に対して、日本語

学習者の持っているイメージと話芸で出

てくるイメージの共通性と差異に関して

35 人を対象に調査を行った。その結果は三

谷、酒井、TROFIMOVA（2017）(学会発表②)

において報告した。  

③ 演者である落語家に対する情報収集 

研究協力者である柳家さん喬師匠、上方

落語協会の林家染雀師匠に対し、演者の立

場として演じる際に心がけていること、聞

き手の理解の捉え方、それをどのように話

に反映させているか、日本語学習者を聴衆

とした場合の日本語母語話者との反応の

違い、演じにくかったところなどの聞き取

り調査を行い有益な情報を得た。特に日本

語学習者からの質問とその説明は、CALL プ

ログラムの解説に取り入れることができ

た。 

 

（3）CALLシステム「RASILE」の構築 

① 機械を用いた反応による可視化 

学習者の理解や反応を知るために、面白

いと感じたところ、難しいと思ったところ

でクリックする方法を取り入れた。図2は、

ビデオ視聴画面であるが、画面の右のオレ

ンジ色が「面白いボタン」と「難しいボタ

ン」であり、何度でも押すことができる。 

 

 

② E-learning教材の作成と検証 

上記（2）で得られた情報を活用して、理解

字幕 

クイズに挑戦 

図 2 ビデオ視聴画面 

面白いボタン

難しいボタン 



を促進するためのオンラインで学べる E-

learning教材を作成した。 

映像は、落語会において録画した小咄を

利用し、コンテンツには、映像、字幕のほ

か、クイズ、クイズの解答と解説、あらす

じが含まれる（図 3） 

 

 

ビデオ視聴画面（図 2）では、音声を文字

化したスクリプトは、1 回目は提示せず、2

回目以降で提示するようにした。内容、言語、

非言語の各側面において、日本語学習者が

理解しにくい箇所については、クイズや解

説により支援を試みた。以下に例を示す。 

 

とりがなにか落としていったよ 

ふん 

 

「落とす」「落ちる」

の自動詞・他動詞の違

いは、日本語学習者に

とって難しい。図 4 で

示す図で理解の確認

ができるようにした。

また「ふん」が掛け言

葉であることの解説

も加えている。 

図 5 は写真の親指

を立てたしぐさが「お

父さん」を表している

ことは日本語学習者が

ほとんど理解できてい

ないことが分か

ったので、クイ

ズにして注目さ

せた。 

コンテンツ

は、三谷、トロ

フィモワ両名

の協力を得て

内容を充実することができた。その後、日本

語学習者および日本語母語話者に試行しても

らい、利用しやすいインターフェースになる

よう改善を行った。検証に関しては CASTEL/J

（2015）（学会発表⑨）において報告した。 

 

（4）会話分析からの研究 

会話分析の手法を用いた研究として、留学

生が落語を聞いて、どこでどのような反応を

示すかについて、映像および音声から「笑い」

についての分析を進めた。笑いを引き起こす

原因として、ボケに対するツッコミをはじめ、

構造的フォーマットが明らかになった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 上の図 6 では、落語家が「子ほめ」という

噺で主人公の喜六がその知り合いの甚兵衛に

無料でお酒を奢ってもらうとして訪ねて来た

シーンを演じている。無料のお酒はないと告

げられる喜六は「おごりいな：」と、それでも

お酒を要求して、次にそれを与えようとしな

い甚兵衛を「けちんぼ」と呼ぶ。これに対し

て、甚兵衛は驚きと憤りを示しながら「誰が

けちんぼや」と喜六を咎める。そのシーンの

中で、落語家が喜六と甚兵衛を、身体表現や

声の韻律操作で演じ分けてながら喜六による

「ぼけ」と甚兵衛のそれに対する鋭い「つっ

こみ」を明確化し、それを見ている観客に対

して笑うことが適切な位置を可視化している。

そして、落語家のこの一連の行為を受け実際

に笑うことで、観客は実際に落語家の産出し

ている音声の流れから笑う位置が検出できた

ことを示す。 

図 7 では、観客が主に落語家の産出の方法

（＝身体表現、声、視線など）から笑う位置 

 

 

 

 

  

 図 5 父親のしぐさ 

図 3  RASILE の利用の流れ 

図 4 鳥の小咄 

図 7 笑う位置の前に笑う観客 Cと G 

 

 

図 6笑う位置の可視化 

 

 

落語・小咄のビデオ映像を視聴 

クイズ（内容、言語・非言語情報）

など） 

クイズの解答・解説・あらすじ 

 



を特定しているのに対して、観客 C と観客 G

は落語家が笑う位置を可視化するのに先取っ

て笑っていることが分かる。この場合、落語

家の産出の方法を参照することが不可能であ

り、したがって、それ以外のものを参照しな

がら笑いを産出していると考えられる。具体

的には、４行目の観客 C の笑い開始の位置を

見ると、落語家が「おごりいな：」の最初の部

分（つまり、「おご」）を産出した直後に笑い始

めていることが分かる。ここでは、落語家が

身体表現や韻律操作で笑う位置を可視化して

いないわけであるが、この段階まで来ると、

喜六が甚兵衛に無理にお酒を要求しようとし

ていることが理解可能になる。よって、観客 C

と観客 G の笑いは落語家の産出方法ではなく、

噺の内容に関する理解に基づいて笑っている

と考えられる（詳しくは Bushnell 2017a, b

を参照）。このようにして観客が笑い始める位

置を綿密に記述することで、本研究では観客

が何を手掛かりにしながら噺を視聴し、また

それをどのように理解しているかを明らかに

した。 

 

（5）今後の研究に向けて 

本研究で試作し た CALL プログラム

RASILE を利用して、日本語レベルの異なる

日本語学習者および母語話者に試行し、反応

の違いから理解の特徴を明らかにすることが

可能になろう。そこから「間」の関係性の分析、

言語表現と非言語表現についての研究、教育へ

と繋げたい。 

また、会話分析の視点からは、今後、複数の

フォーマットと関連する参加者による笑いの社

会的達成を記述した上で参加者が参与する日常

的な場面における笑い・ユーモアの組織の記述

への発展が期待できる。さらに文化言語学的な

視点からは、日本語学習者の母国における笑い・

コメディとの比較分析も興味深い。類似点や相

違点の分析だけでなく、外国のコメディに対す

る日本人学生の反応ともに比較分析が課題とし

て残されている。 
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